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調査の概要について

１．目的

小山市では、市の交通政策の基本的な考え方を示した「小山市総合

都市交通計画」を平成 16 年度に策定し、それに基づき市内の交通課

題に取り組んでいるが、計画策定から約 15 年が経過し、この間、北

関東自動車道の全線開通による国道 50 号の利用形態や圏央道一部開

通による新 4 号国道沿線の立地利便性の向上、さらに拠点の新設･再

構築など、交通と土地利用の変化により交通配分が変化してきていま

す。

こうした中、今後の人口減少・超高齢社会を見据え、土地利用計画

と都市交通計画の連携による効率的かつ重点的な都市整備を推進する

ためには、「小山市総合都市交通計画の見直し」として、道路交通ネッ

トワークの見直し、少子高齢化に対応した公共交通サービスの充実（新

交通システム導入検討を含む）、中心市街地活性化の支援などの都市交

通課題への対応が必要です。

そこで、交通実態調査としてパーソントリップ調査を実施し、その

結果をふまえ交通体系の基本方針を立案し、道路網・公共交通・自転

車・徒歩交通に関する基本計画を立案し、総合的な都市交通計画を策

定します。
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２．小山市の交通の現況

（１）公共交通の現況

   ① 鉄道

    ・市内の鉄道路線は、市域中央を縦断する JR 宇都宮線及び JR 東

北新幹線、小山駅から西の栃木市･佐野市･群馬県方面へと至る

JR 両毛線、東の茨城県結城市･水戸市へと至る JR 水戸線の 4 路

線です。

    ・鉄道駅は、両毛線･水戸線の始発駅であり、東北新幹線を含め

た 4 路線全てが発着する小山駅、宇都宮線の間々田駅、両毛線

の思川駅の 3 駅があります。

間々田駅

思川駅

図 1 駅勢圏 (H22 小山市調査)

小山駅
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    ・駅別乗降客数の状況は、小山駅及び間々田駅の乗車人員数は

ほぼ横ばいの状況にあります。

    図 2 乗車人員の推移

     （JR 東日本 HP１日平均乗車人員及び栃木県統計年鑑）

※栃木県統計年鑑では平成 24 年度以降駅員無配置駅 を統計に

含めていないため、思川駅の平成 24 年度以降はデータなし

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

乗
車
人
員
（
人

/
日
）

小山駅 間々田駅 思川駅



4

   ② バス

    ・市内では、コミュニティバス「おーバス」として、路線バス

12 路線と郊外部において 5 つのエリアを設定したデマンドバ

スを運行しています。

図 3 コミュニティバス路線図
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    ・自動車保有台数が増加し続ける一方で、一般乗合自動車の輸送

人員が減っていきました。

・コミュニティバスの利用者数は、年々増加しています。

図 5 コミュニティバスの年間利用者数の推移
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（２）自動車交通の現況

  ① 都市計画道路整備状況

    ・小山駅、間々田駅周辺では改良済の路線が比較的多い状況です。

図 6 都市計画道路の整備状況（小山市都市計画課資料）
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３．検討の進め方

平成 30 年度は交通実態を把握するために実態調査を実施し、その

結果をもとに交通実態の現況分析を行ないます。平成 31 年度は、将

来交通需要予測、総合都市交通計画を立案します。

これらについて、委員会を開催して検討を行ないます。

検討の進め方

１
年
目
（
平
成
３
０
年
度
）

２
年
目
（
平
成
３
１
年
度
）

交通体系の現況把握、課題整理

交通実態調査の準備

交通実態調査の実施（１０月頃）

交通実態の集計・現況分析

現況課題の整理

将来都市交通体系の方向性検討

将来交通需要予測・評価

総合都市交通計画の策定

第２回委員会

（８月予定）

第３回委員会

（２月頃予定）

第４回委員会

第５回委員会

第６回委員会
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４．実態調査の概要

① 調査日 平成３０年１０月予定

② 調査対象区域 小山市全域

③ 調査対象者 小山市内に居住する５歳以上の方

（住民基本台帳から無作為抽出）

④ 必要標本数 世帯：約 ５，０００世帯

個人：約１０，０００人

⑤ 想定有効回収率 ２７％

⑥ 配布数 世帯：約２０，０００世帯

個人：約４０，０００人

⑦ 調査項目 世帯票：住所、世帯構成員の属性性

  （性別、年齢、職業など）

個人票：トリップ特性

  （勤務・通学・通園先、始業時間、

  出発･到着時間、目的、交通手段など）

  ※詳細につきましては、第２回委員会にて検討する予定です。
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５．今年度調査のアウトプットイメージ

【参考】H27 全国都市交通特性調査（国土交通省都市局）


